
00 2425 2019.8　広報 広報 　2019.8

ゆたかな心をはぐくむ
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　51年前に中学３
年生であった私は、
「第４回熊本―沖縄
親善スポーツ少年
団」の団員として
初めて沖縄を訪れ
ました。当時はパ

スポートが必要でしたが、港での歓迎式で沖縄上山
中生徒会長から「沖縄のことをよく見、よく聞き、
正しく理解し、熊本と沖縄の友情を深めましょう」
と歓迎式であいさつを受けました。50年経った昨
年三度目になりますが、沖縄訪問をしました。目的
は「沖縄をよく見、よく聞き正しく理解」するため
でした。６月23日に開催される沖縄平和祈念式典
の場に身を置き沖縄に自分を近づけたいと思いまし
た。６月23日は《沖縄慰霊の日》です。忘れては
ならない日だと思います。

　日本国憲法前文には「・・・政府の行為によって
再び戦争の惨

さん
禍
か
が起ることのないやうにすることを

決意し、ここに主権が国民に存することを宣言し、
この憲法を確定する。・・・」と書かれています。
　「戦争の惨禍」が起こることのないようにとの思
いで、今年作製した菊陽町人権カレンダー８月には、
次の書き込みを行っています。８月６日（ヒロシマ
原爆投下の日）、８月９日（ナガサキ原爆投下の日）、
８月15日（「終戦」記念日）です。この日には平和祈

念式典が開催されますが、平
和への願いを共有したいと
思います。菊陽町図書館に
は、戦争と平和について考え
る絵本や読み物があります。
この夏、子どももおとなも共
に平和について考え合いた
いです。

８月・夏、平和について考える

人権啓発標語 「話をしたら　わかってくれて　うれしいよ」 武蔵ヶ丘小学校　２年　三船　泰
たい

誠
せい
（現在３年生）

　わたしは、学しゅうかい
にいっています。学しゅう
かいでは、先生のおはなし
をきいたり、一年生でまる
くなっておはなしをしたり
します。そのあと、あそん
だりつくったりします。
　先生のおはなしは、いの
ちのはなしとかおともだち
のはなしです。おはなしの

中で、わたしが一ばんこころにのこっているのは、二
年生の先生がおとうさんとおかあさんのおはなしをし
たことです。
　一年生でまるくなってけんかのおはなしをしたこと
がありました。わたしは、そのとき、ボールをもって
かえりたいなら、ボールをとらないで
「もってかえりたい」
と口でいえばいいとおもいました。はなしあいをして
なかなおりができました。なかなおりをしたのを見て、

もっともっとおともだちになったとおもいました。
　さいごに、二年生といっしょにあそびます。しっ
ぽとりとかふうせんバスケットをします。わたしは、
しっぽとりでさいごまでのこったのがうれしかったで
す。
　おともだちといっぱいあそんでおともだちがいっぱ
いできました。学しゅうかいに入ってよかったです。
わたしは、一年生のぜんいんとなかよくなれたけど、
二年生は二人しかなかよくなっていないから、二年生
の人もふやしていきたいです。

（先生から）学しゅうかいでは、お友だちと一緒にたくさん
遊びましたね。ときどきけんかするときもあっ
たけれど、そのときは、話し合いをして仲直り
しましたね。そうやって、お友だちと仲良く
なっていきました。学しゅうかいのことをクラ
スの人たちに伝えて、クラスの友だち、みんな
がもっともっと仲良くなってくれるといいです
ね。

「いろんなことをする学しゅうかい」 菊陽北小学校　１年　相馬　さくら（現在２年生）

ともだちとともに

武蔵ヶ丘中学校

　武蔵ヶ丘中学校（中尾幸治校長、生徒数840人）では「夢・目

標に向かって挑戦・前進～一致団結！」を教育目標に掲げ、学

校一丸となって取り組んでいます。

　６月18日㈫、大津地区交通安全協会の三池富美男さんを講

師として迎え、交通安全教室を行いました。生徒は日頃の自転

車の走行などを振り返りながら大変意欲的に学ぶことができま

した。今後も交通安全に対する意識の向上はもちろん、自他の

生命を守る態度の育成や危険予知・回避能力を高める指導を

行っていきます。

自他の生命を守る運転を！

交通安全教室の様子
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文責：地域人権教育指導員　村上　秋成　


